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ゼロカーボンシティ会津若松宣言ロゴマークについて

　令和３年12月 27日、本市は、「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」を行い、全市一丸と

なって2050年までに温室効ガスの排出量の実質ゼロ（排出量を森林などによる吸収量以下と

すること）に向けて取り組む決意を表明しました。

　この度、市民・事業者・行政が、全市一丸となってゼロカーボンシティ会津若松の実現に

向けて取り組むための象徴として、ロゴマークデザインの募集を行い、市民投票を経てロゴ

マークを決定いたしました。

　市の各事業において積極的に利活用を図っていくとともに、多くの市民、事業者の皆さま

方などにもご使用いただきたいと考えております。

【「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」について】

　地球温暖化が原因とされる異常気象・災害が多発しています。この地球温暖化は、私たち

の生活や活動で排出される、二酸化炭素などの温室効果ガスの増加が主な原因とされていま

す。この会津若松市でも、平均気温は上昇傾向にあることが明らかになっています。

　そこで、会津若松市では、地球温暖化に向き合い、取組を進めるため、令和３年12月 27

日に「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」を行いました。

　この「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」は、「2050年までのできるだけ早い時期に、二

酸化炭素などの温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることに、全市一丸となって取り組む

決意を表明したもの」です。

　現在、本市においても、温室効果ガスは、家庭、オフィス、工場や交通機関等での様々な

活動から排出されており、ゼロカーボンシティ会津若松の実現には、市民・事業者・行政の

幅広い努力が必要となります。本市は次のような取組を、市民の皆さんや事業者の方々とと

もに進め、ゼロカーボンシティ会津若松の実現を目指します。



１　ロゴマークデザイン応募状況

　⑴　応募期間：令和４年12月１日（木）～令和５年１月10日（火）

　⑵　応募者数：93名

　⑶　応募点数：144件

２　ロコマークの選考方法・経過

　⑴　一次選考：事務局（会津若松市環境生活課）及び庁内において、形式要件や趣旨などを踏

　　　　　　　　まえ実施。

　⑵　二次選考：一次選考を通過したもの（14作品）について、市民からの投票を実施し、決定

　　　　　　　　（詳細は３のとおり）。

３　市民投票結果

　⑴　投票期間：令和５年２月６日（月）～令和５年２月28日（火）

　⑵　投票場所：公共施設12箇所（追手町第二庁舎、生涯学習総合センター、支所、公民館）

　　　　　　　　MEGAドン・キホーテ UNY会津若松店、TSUTAYA BOOKSTORE AIZU

　　　　　　　　市内小・中学校　33校（小学校５年生、中学校２年生の各１クラス）

　※投票場所により投票期間内で日程が異なります

　⑶　投票集計：総投票数950票（最優秀賞は130票獲得）

４　決定（最優秀賞）作品

　⑴　応募者氏名：鈴木　久　氏（岩手県盛岡市在住）

　⑵　込められた願い：

「未来に向かっての新しい取り組みを、会津若松市民全員に

参加・協力してもらいたい」

・会津若松にちなんだイラストで、ゼロカーボンシティ会津

　若松宣言の最初のゼロ＝「０」を表現

・みんなにわかりやすい、カタカナ、 ひらがなを使用

　　※それぞれの画像の解説は下記のとおり



５　ロゴマークの使用について

　⑴　使用できる方

　　「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」の趣旨に賛同される個人・事業者等が使用できます。

　⑵　使用方法

　　　会津若松市環境生活課へ使用承認申請の上、使用可能です。

　　　ただし、報道機関が報道を目的に使用する場合等は使用承認申請を行う必要はありません。

　　　手続等の詳細は以下の市公式ホームページをご確認ください。

　　　http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2022111600021/

　　

　⑶　使用料

　　　ロゴマークの使用料は無料です。

（お問い合わせ先：市民部環境生活課環境グループ　TEL：0242-39-1221）
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